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純資産総額（右軸）

基準価額（左軸）

基準価額（税引前分配金再投資）（左軸）

アムンディ・ロシア東欧株ファンド
(追加型投信／海外／株式)

2022年3月2日

情報提供資料

ファンド名 基準価額
（2022年2月28日）

1ヵ月騰落率 3ヵ月騰落率

アムンディ・
ロシア東欧株ファンド

8,321円 -35.1％ -37.9％

・騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。 ファンドの騰落率であり、実際の投資家利回りとは異なります。

ロシア・東欧株式市場と基準価額の動向（2022年3月1日現在）

2005年3月31日（設定日）～2022年2月28日、日次（円） （億円）

【設定来の基準価額と純資産総額の推移】

・基準価額（税引前分配金再投資）は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。基準価額は信託報酬控除後です。
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2022年1月以来ベラルーシとの共同軍事演習を理由にウクライナとの国境沿いに大規模な軍事部隊を集結させていた
ロシアは、2月21日にウクライナ東部のドネツク、ルガンスク両州を独立国として一方的に承認しました。さらに、西側諸国に
よる制裁措置にも関わらず、ロシアは24日に実際にウクライナへの軍事行動に踏み切りました。制裁措置が一段と強化さ
れる可能性を織り込んで、ロシア株式と通貨は現地24日の市場で大幅続落となりました。

「アムンディ・ロシア東欧株ファンド」（以下、当ファンド）は、主要投資対象である外国籍投資信託「オーシャン・ファンド・エ
クイティーズ・イースタン・ヨーロッパ」（以下、投資先ファンド）を通じて、主としてロシア・東欧諸国で事業展開を行う企業
の株式に投資しています。投資先ファンドでは2月18日以降、ロシア株式および通貨への投資割合を引き下げていたもの
の、23日の時点で実質的に50％以上をロシア株式に投資していたため、24日のロシア株式および通貨下落の影響を強
く受けることとなりました。また、ポーランドやハンガリーなど東欧諸国の株価と通貨も、ロシアほどではなかったものの24日の
市場で大きく下落したため、28日の当ファンドの基準価額は前営業日の25日から25％近い下落となりました。

なお、26日にはロシアに対する制裁措置の一環として、国際銀行間通信協会の国際決済ネットワークからロシアの一部の
銀行を排除することが、欧米主要国で合意されました。その実際の効果は不明ながら、日本時間28日18時現在、ロシア
ルーブルは積極的な買い手がいないなかで一段安となっています。また、ロシア中央銀行は同国内証券会社に対し、ロシア
非居住者による証券売却の仲介を28日から禁止することを命じました。28日の現地市場動向の影響は当ファンドの3月
2日の基準価額に反映される予定ですが、別途ご案内の通り、ファンド資産の円滑な現金化が困難となる可能性に配慮
し、当ファンドは28日から設定・解約のお申込み受付を停止させていただいております。

当資料は、過去のデータに基づくものであり、将来を示唆・保証するものではありません。
2～3ページに記載の「投資リスク」「当資料のお取扱いについてのご注意」「お申込みメモ」「ファンドの費用」等を必ずご確認ください。

2022年2月末の基準価額の下落に関して
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ファンドの目的

ファンドの特色

①　『外国債券の好利回りに注目』

②

③

収益分配金に関する留意事項

●

●

●

投資リスク

原則として、為替ヘッジは行いません。

外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行いません。

＜お申込みの際には、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。＞

投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。

ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

◆資金動向および市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。◆

分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、基準価額は下がりま

す。

分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合があります。その場合、

当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。

また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

投資信託証券への投資を通じ、長期的な信託財産の成長を目指します。

（今後の政治・経済環境の変化にともない、投資対象国は増えることがあります。DR（預託証書）、ロンドン等その他の市場に上場して
いるロシア・東欧諸国で事業展開を行う企業も含まれます。）

◆「オーシャン・ファンド・エクイティーズ・イースタン・ヨーロッパ」の運用および「Amundi Funds キャッシュ・ユーロ」の運用はアムンディ・
   アセットマネジメントが行います。

◆投資対象となるサブファンドは追加・変更することがあります。

ファンドは、主として、ロシア・東欧諸国の企業、またはロシア・東欧諸国で事業展開を行う企業に投資し、長期的な信託財産の
成長を目指します。

ファンド・オブ・ファンズ方式で運用を行います。

ファンドは、ルクセンブルク籍の投資信託証券「オーシャン・ファンド・エクイティーズ・イースタン・ヨーロッパ」と「Amundi Funds キャッシュ・
ユーロ」に投資します。

ロシア・東欧株式への実質的な投資は「オーシャン・ファンド・エクイティーズ・イースタン・ヨーロッパ」を通じて行い、その組入れを高位に
保ちます。

ファンドは、投資対象サブファンドへの投資を通じて、主として外国株式など値動きのある有価証券（外貨建資産には為替
変動リスクがあります。）に実質的に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証されているもの
ではありません。ファンドの基準価額の下落により、損失を被り投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損
益は、すべて投資者に帰属します。なお、投資信託は預貯金とは異なります。

基準価額の変動要因としては、価格変動リスク、信用リスク、流動性リスク、為替変動リスク、カントリーリスク等が挙げられ
ます。なお、基準価額の変動要因（投資リスク）はこれらに限定されるものではありません。また、その他の留意点として、
ファンドの繰上償還や収益分配金に関する留意事項、換金の中止等があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見
書）の「投資リスク」をご覧ください。

当資料のお取扱いについてのご注意
■当資料は、法定目論見書の補足資料としてアムンディ・ジャパン株式会社が作成したものであり、法令等に基づく開示資料ではありません。■当ファ
ンドの購入のお申込みにあたっては、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめまたは同時にお渡しいたしますので、お受取りの上、

内容は投資信託説明書（交付目論見書）で必ずご確認ください。なお、投資に関する最終決定は、ご自身でご判断ください。■当資料は、弊社が信頼す
る情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性について弊社が保証するものではありません。また、記載されている内容は、予告なしに変更される
場合があります。■当資料に記載されている事項につきましては、作成時点または過去の実績を示したものであり、将来の成果を保証するものではあり
ません。また、運用成果は実際の投資家利回りとは異なります。■投資信託は、元本および分配金が保証されている商品ではありません。■投資信託

は値動きのある証券等に投資します。組入れた証券等の値下がり、それらの発行者の信用状況の悪化等の影響による基準価額の下落により損失を被
ることがあります。したがって、これら運用により投資信託に生じた利益および損失は、すべて投資者の皆様に帰属いたします。■投資信託は預金、保

険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関を通じてご購入いただいた投資信託は、投

資者保護基金の保護の対象とはなりません。■投資信託のお申込みに関しては、クーリングオフの適用はありません。

当資料は、過去のデータに基づくものであり、将来を示唆・保証するものではありません。
2～3ページに記載の「投資リスク」「当資料のお取扱いについてのご注意」「お申込みメモ」「ファンドの費用」等を必ずご確認ください。

当資料のお取扱いについてのご注意
• 当資料は、アムンディ・ジャパン株式会社が運用状況に関する情報提供を目的として、作成した資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。
• 投資信託は、値動きのある有価証券（外貨建資産には為替変動リスクがあります。）に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証
されているものではありません。投資信託の基準価額の下落により、損失を被り投資元本を割り込むことがあります。投資信託の運用による損益はすべて投資者の
皆さまに帰属します。

• 投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関でご購入いただいた
投資信託は、投資者保護基金の支払いの対象とはなりません。

• 当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。
• 当資料に記載されている運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、
税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆さまの実質的な投資成果を示すものではありません。

• 当資料に記載されている内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更されることがあります。
• 投資信託のお取引に関しては、クーリング・オフの適用はありません。
• 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾者に帰属します。
• お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。
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お申込みメモ

購入単位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問合せください。

購入価額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

購入代金 販売会社が定める期日までにお支払いください。

換金単位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問合せください。

換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額を控除した価額とします。

換金代金 換金申込受付日から起算して、原則として6営業日目から販売会社においてお支払いします。

購入・換金申込

受付不可日
お申込日がパリの祝休日またはルクセンブルクの銀行休業日の場合には、お申込みの受付は行いません。

申込締切時間 詳しくは販売会社にお問合せください。

換金制限

換金の申込総額が解約日における受益権総口数の10％を超える場合、信託財産の効率的な運用が妨げられると委託会社が合

理的に判断する場合、諸事情により金融商品市場等における取引の停止等、一定の場合に換金の制限がかかる場合がありま

す。

購入・換金申込受付

の中止および取消し

委託会社は、金融商品市場における取引の停止、その他やむを得ない事情があるときは、購入・換金の申込受付を中止すること、

および既に受付けた購入・換金の申込受付を取消すことができます。

信託期間 無期限とします。（設定日：2005年3月31日）

決算日 年1回決算、原則毎年10月20日とします。休業日の場合は翌営業日とします。

収益分配
年1回。原則として毎決算時に収益分配方針に基づいて分配を行います。分配金再投資コースは税引後無手数料で再投資され

ます。

課税関係

課税上は、株式投資信託として取扱われます。

公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度の適用対象です。

配当控除および益金不算入制度は適用されません。

ファンドの費用

投資者が直接的に負担する費用

購入時手数料
購入申込受付日の翌営業日の基準価額に、販売会社が独自に定める料率を乗じて得た金額とします。

有価証券届出書作成日現在の料率上限は3.85％（税抜3.5％）です。詳しくは販売会社にお問合せください。

信託財産留保額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額に0.3％の率を乗じて得た金額とします。

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

運用管理費用

（信託報酬）

実質的な負担の上限：純資産総額に対して上限年率1.7235％（税込）※

※ファンドの信託報酬年率0.9735％（税込）に組入投資信託証券のうち最大のもの（年率0.75％）を加算しております。

   実際の信託 報酬の合計額は投資信託証券の組入状況、運用状況によって変動します。

   毎計算期間の最初の6ヵ月終了日および毎計算期間末または信託終了のときに、信託財産中から支弁します。

◆上記の運用管理費用（信託報酬）は、有価証券届出書作成日現在のものです。

その他の費用・

手数料

その他の費用・手数料として下記の費用等が投資者の負担となり、ファンドから支払われます。

・有価証券売買時の売買委託手数料および組入資産の保管費用などの諸費用

・信託事務の処理等に要する諸費用（監査費用、目論見書・運用報告書等の印刷費用、有価証券届出書関連費用等を含み

  ます。）

・信託財産に関する租税　等

※その他、組入投資信託証券においては、ルクセンブルクの年次税（年率0.01％）などの諸費用がかかります。

※その他の費用・手数料の合計額は、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を表示することはできませ

   ん。

◆ファンドの費用の合計額については保有期間等に応じて異なりますので、表示することはできません。

委託会社、その他の関係法人の概要

委託会社

アムンディ・ジャパン株式会社

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）　第350号

加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、日本証券業協会、

加入協会：一般社団法人第二種金融商品取引業協会

受託会社 三菱UFJ信託銀行株式会社

販売会社 販売会社については4ページをご参照ください。

ファンドに関する

照会先

アムンディ・ジャパン株式会社

お客様サポートライン ： 0120-202-900（フリーダイヤル）

受付は委託会社の営業日の午前9時から午後5時まで

ホームページアドレス ： https://www.amundi.co.jp/

当資料は、過去のデータに基づくものであり、将来を示唆・保証するものではありません。
2～3ページに記載の「投資リスク」「当資料のお取扱いについてのご注意」「お申込みメモ」「ファンドの費用」等を必ずご確認ください。

お客様サポートライン 03-3593-5911（2022年6月30日まで） 050-4561-2500（2022年7月1日から）
受付けは委託会社の営業日の午前9時から午後5時まで
ホームページアドレス：https://www.amundi.co.jp/
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（2058706）

当資料は、過去のデータに基づくものであり、将来を示唆・保証するものではありません。
2～3ページに記載の「投資リスク」「当資料のお取扱いについてのご注意」「お申込みメモ」「ファンドの費用」等を必ずご確認ください。


